
④廃止

意見等
環境基本計画に基づく取組み状況を的確に把握し、将来の町の環境保全のために町
民・事業者・町が一体となって取り組む事業は重要であると考える。

④廃止

意見等
・今後も進捗状況や成果を把握し、効果的な進行管理を継続的に実施する。

◎評価者[担当主管部長]

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ａ

説明
・環境基本計画実施計画事業に対する環境審議会からの意見等を取りまとめることがで
きている。

方向性

０５

課題
（箇条書き）

・環境基本計画の推進に向け、町民・事業者・町が一体となって二宮町の自然・社会
環境を生かしながら、将来に残したい環境の保全や創出に取組む必要がある。

０３

０４

０１ 環境保全推進事業 92.9 A

０２

分野別方針 ５　環境、防災

実施計画事業 環境保全推進事業（No.50）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成28年度実績）

担当部課等名 生活環境課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり



④廃止

意見等
快適で住みよいまちづくりを目指すために、、動植物の保護、緑化の推進など自然環境
の確保や美化運動を推進する事業は重要であると考える。

④廃止

意見等
・今後も美化推進事業については、環境意識の高揚を図るため、継続して実施する必要
がある。
・狂犬病予防注射促進及び野生鳥獣による農業・生活被害の防止を図る。

◎評価者[担当主管部長]

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ａ

説明
・県、団体、町民等と連携して530（ゴミゼロ）キャンペーンを実施した。
・狂犬病予防法及び鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律に基づき、
事業を実施した。

方向性

０５

課題
（箇条書き）

・海岸には、バーベキューごみ、空き缶、ビン、樹脂類などポイ捨てされたごみが多く
あるためゴミゼロキャンペーンなど美化運動を推進し、引き続き、啓発が必要である。
・県、団体、町民等と連携して事業を実施する必要がある。

０３ 公害防止対策事業（河川水質・地域要望環境測定） 87.3 A

０４

０１ 美化推進事業（ゴミゼロキャンペーン） 100.0 A

０２ 動物の保護管理事業 87.3 A

分野別方針 ５　環境、防災

実施計画事業 美化推進・動植物保全事業（No.51）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成28年度実績）

担当部課等名 生活環境課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり



④廃止

意見等
ごみ処理広域化の推進により適正かつ安定的にごみ処理が確立されたことで、この体制
を継続していくことは良好な住環境を維持するために必要な事業である。

④廃止

意見等
・剪定枝資源化施設の運営によりごみの減量化・資源化を進めるとともに、温室効果ガス
の排出を抑制する。

◎評価者[担当主管部長]

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ａ

説明 ・ごみ処理広域化を推進し、安定的、経済的なごみ処理体制の確立を図った。

方向性

０５

課題
（箇条書き）

・１市２町が連携して、ごみ処理広域化処理に向けて、取り組んでいく必要がある。

０３

０４

０１ ごみ処理広域化推進事業 36.6 A

０２ ウッドチップセンター運営事業 96.2 A

分野別方針 ５　環境、防災

実施計画事業 美化推進・動植物保全事業（No.51）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成28年度実績）

担当部課等名 生活環境課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり



A

０９ 最終処分場施設運営事業 88.1 A

④廃止

意見等
循環型社会の実現のためにごみの減量化・資源化を促進し、引き続き町民と連携して取
り組んでいくことは重要であると考える。

０６ じん芥受入分別事業 97.3 A

０７ し尿処理事業 96.8

④廃止

意見等
・ごみ処理広域化に伴う分別区分の変更にも十分対応しており、今後も適正・安全に処理
できるよう取り組む。

◎評価者[担当主管部長]

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

方向性

０５ じん芥運搬処理事業 91.1 A

課題
（箇条書き）

・生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図り、快適な生活を確保する必要がある。

A

０８ ごみ積替施設運営事業 96.0

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ａ

説明 ・一般廃棄物の収集及び処理が適正・安全に行われている。

０３ 一般廃棄物処理事務事業 95.8 A

０４ じん芥収集事業 99.9 A

０１ 不法投棄防止事業 88.5 A

０２ ごみ減量化・再利用事業（３Ｒ・３Ｓ推進運動） 73.1 A

分野別方針 ５　環境、防災

実施計画事業 ３Ｒ・３Ｓ推進事業（No.53）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

重点的方針 ２-１　二宮を知り、二宮に触れ、二宮を体験できる環境づくり

事務事業評価シート（平成28年度実績）

担当部課等名 生活環境課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり



④廃止

意見等
低炭素社会を目指すために環境教育等によって温暖化対策の意識付けを行うなど、基
盤づくりを優先的に行うことは重要であると考える。

④廃止

意見等
・実行計画の着実な推進と進行管理を行う。
・環境教育等によって温暖化対策の意識付けを行う等、基盤づくりしていく。

◎評価者[担当主管部長]

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き事業を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：事業全体を見直す必要がある
Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

Ａ

説明 ・二宮町地球温暖化対策実行計画を策定することができた。

方向性

課題
（箇条書き）

・グリーンカーテンや環境学習等を実施しているが、自然エネルギーの活用に伴う国
や県のホームページリニューアルに伴い情報提供がうまく行えなかった。
・町民一人ひとりができる温暖化対策が必要となるため、環境教育等によって温暖化
対策の意識付けを行う等、基盤づくりしていく。
・再生可能エネルギー導入を含めた地方公共団体実行計画（区域施策編）の策定に
ついては、総合的な計画であり、現状での策定は難しいと思われるため、町民理解の
ための基盤づくりを優先的に行った上で、今後の状況に応じて再度検討する。
・民間事業者による再生可能エネルギー事業の導入促進に向けた支援策等ついて
は、地球温暖化対策検討委員会の検討結果を踏まえ、温暖化対策事業化実施研究
会で検討する。

０５

０３ 美化推進事業（地域美化清掃） 96.2 A

０４ 再生可能エネルギー導入の検討 75.0 A

０１ 環境保全推進事業 81.6 Ｂ

０２ 公害防止対策事業（騒音・大気測定） 100.0 A

分野別方針 ５　環境、防災

実施計画事業 地球環境保全事業（No.54）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

重点的方針 ２-５　町の環境を活かした再生可能エネルギーの地産地消等の可能性検討

事務事業評価シート（平成28年度実績）

担当部課等名 生活環境課

まちづくりの方向性 ２　環境と風景が息づくまちづくり


